









































のみ ｢教職実践演習｣, 平成24年度以降 ｢保育教職
[島根県立大学短期大学部松江キャンパス研究紀要 Vol. 50 53～62 (2012)]
保育者養成における ｢教職実践演習｣ の取り組み
小 山 優 子 栗 谷 とし子 白 川 浩
(保育学科)
Seminar on Teaching Practice for Kindergarten
and Nursery Teachers in Junior College
Yuko KOYAMA, Toshiko KURITANI, Hiroshi SHIRAKAWA
キーワード：教職実践演習 Seminar on teaching practice
資質能力の向上 the development of traits and abilities
保育実践力 practical teaching skills
























































修状況｣ について, 科目名, 単位数, 必修／選択の





























終了, ２年前期終了, 教育実習終了, ２年後期終了
時の５つの時期に自己評価を記入する｡ 評価の基準
は, ｢未学習 (０点)｣ と, ｢全くできなかった (１
点)｣ ｢あまりできなかった (２点)｣ ｢ふつう (３点)｣
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表１. 教職に必要な資質能力についての自己評価シートと結果 N＝48
答 申 １年次前期終了 ２年次前期終了








1 教職の意義や教員 (保育者) の役割, 職務内容, 子どもに対する責務を理解している 3.71 3.98 0.64
2 教育の理念, 教育に関する歴史・思想についての基礎理論・知識を習得している 3.04 3.49 0.58
3 学校教育の社会的・制度的な性質や学校の経営的側面についての基礎的な知識を習得している 3.10 3.48 0.59
4 遊びと生活を柱とした幼児教育の基本を理解している 3.94 4.09 0.62












8 子ども理解のために必要な心理・発達論的な基礎知識を習得している 3.48 3.66 0.60
9 集団の性質や集団形成に関する基礎理論・知識を習得している 3.29 3.68 0.63
10 個々の子どもの特性や状況に応じた対応の方法を理解している 3.35 3.70 0.75
11 特別支援教育についての知識や特別な支援を必要とする子どもへの対応の方法を理解している 2.15 3.02 0.99
コミュニケー
ション力
12 子ども一人一人の発達の課題を理解し, 個々の子どもに応じた関わりができる 3.23 3.74 0.79
13 子どもの声を真摯に受け止め, 公平で受容的な態度で接することができる 4.00 4.17 0.67







15 他者の意見やアドバイスに耳を傾け, 理解や協力を得て課題に取り組むことができる 4.21 4.38 0.68
16 他者と共同して保育を企画・運営・展開することができる 3.08 3.66 1.07
17 集団において, 他者と協力して課題に取り組むことができる 4.06 4.30 0.66















20 教育課程(カリキュラム)の編成に関する基礎的な知識を習得している 2.35 3.15 0.86
21 幼稚園教育要領の内容や, 教育の５領域の内容を理解している 3.62 3.81 0.71
22 遊びを通しての指導や環境を通した指導に関する基礎理論・知識を習得している 3.46 3.74 0.71
23 基本的生活習慣の指導や内容に関する基礎理論・知識を習得している 2.92 3.64 0.71
24 指導法に関する基礎理論・知識を習得している 2.40 3.19 0.80
25 教材や遊具などについての基礎的な知識を習得している 2.60 3.41 0.58
26 指導案の作成に関する基本的な知識を習得している 3.21 3.91 0.55
27 学級経営・クラスづくりに関する基礎的な知識を習得している 1.44 2.83 1.19
28 情報教育機器の活用についての知識を習得し, 活用することができる 2.98 3.49 0.83
保育実践力
29 これまで履修した教科(音楽)に関わる科目の内容を習得している 3.83 3.96 0.75
30 これまで履修した教科(美術)に関わる科目の内容を習得している 3.77 3.98 0.74
31 これまで履修した教科(体育)に関わる科目の内容を習得している 3.81 4.02 0.74





34 保育を実践する際, 子どもの姿を捉え, 子どもの反応に的確に応じながら保育を行うことができる 3.10 3.43 0.68
35 子どもへの説明の仕方や話し方など, 保育を行う上での基本的な表現の技術を身につけている 3.33 3.60 0.74
36 保育実践後に子どもへの指導・援助について評価・反省し, 次の保育実践に活かすことができる 3.10 3.87 0.71





















統合的に学び, 保育者 (幼稚園教諭・保育士) とし
ての確かな実践力を修得することとし, 到達目標は,
























































第12～14回 模擬保育・実践 (ロールプレイ, 相互評価)

























ク評価シート (個人用)｣ を使い, 本活動全体の
ピア評価を行い, 同時に自己評価も記入する (図










































































バー｣ ｢発表のテーマ｣ ｢問題意識 (この活動を
取り上げる理由)｣ ｢予想される子どもの姿や保
育者の願い｣ ｢対象・人数｣ ｢設定場所｣ ｢活動
のねらい｣ ｢教材観・活動内容｣ ｢活動の具体的





進める｡ 模擬保育の発表中に, 導入, 展開, ま
とめ等の活動の節目で学生が役割を交代し, 全












































・ ｢模擬保育 (計画・準備) 評価シート (個人
用)｣３) (図１)
・ ｢模擬保育 (実践) 評価シート (個人用)｣４)
(図３)
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る学力を支えている ｢氷山モデル｣ により, 体験・
感動と知識の往復作用の重要性について述べてい
る５)｡ 学生は入学後すぐに本学科の伝統的かつ特色













31これまで履修した教科 (音楽, 美術, 体育) に関
わる科目の内容の習得｣ も自己評価が高い｡
１年次に平均値3.0未満の低い自己評価を示した









の習得｣ ｢37月案 (や週案) などの長期的な指導案
の作成｣ であった｡ これらは, ０点 (未学習) と回
答した学生がそれぞれ４名, 22名おり, 平均点の低
さにつながっている｡ 実際, これらの内容を含む科












































































２) ｢教職実践演習｣ は, 幼稚園教諭二種免許状取
得のための教職課程科目であるが, 本学では保育
士養成も同時に行っている｡ 平成24年度以降につ
いては ｢総合演習｣ に代わり, 保育士資格のため
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